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東 武 鉄 道 株 式 会 社 

北海道旅客鉄道株式会社 

 

 東武鉄道（本社：東京都墨田区）とＪＲ北海道（本社：北海道札幌市）は、２０１７年１０月２７日（金）

にＪＲ札幌駅西コンコースのＰＲブースにおいて「ＳＬ『大樹』ＰＲキャラバン」を実施します。 

  

同ＰＲブースは、東武鉄道がＪＲ北海道からＣ１１形２０７号機を借り受け、東武鬼怒川線で

２０１７年８月１０日から復活運転しているＳＬ「大樹」の魅力を伝えるべく、東武鉄道、ＪＲ北海道、

ＪＲ東日本および自治体が連携して９月２８日から設置しているものです。 

 今般、更なる情報発信を図るため、東武鉄道とＪＲ北海道が共同でＰＲキャラバンを実施し、ＪＲ

札幌駅をご利用のお客さまにＳＬ「大樹」に関するパンフレットやノベルティ、および北海道・東

北新幹線を利用して日光・鬼怒川エリアや都内を訪ねる旅行商品のパンフレット等を配付すること

で誘客を図ります。 

 東武鉄道とＪＲ北海道はＳＬ「大樹」復活運転を契機に、連携してＰＲを実施しており、引き続

き両社沿線の魅力発信を図ってまいります。 

「ＳＬ『大樹』ＰＲキャラバン」の概要は下記のとおりです。 

 

記 

 

１ イベント名称 ＳＬ「大樹」ＰＲキャラバン 

２ 実 施 場 所 ＪＲ札幌駅西コンコース ＳＬ「大樹」ＰＲブース前 

３ 実 施 日 時 ２０１７年１０月２７日（金）１６時３０分～（予定） 

４ 実 施 内 容 東武鉄道・ＪＲ北海道が共同でお客さまにパンフレットやノベルティ等を配付し、

ＳＬ「大樹」や日光・鬼怒川エリアの魅力、同エリアへの旅行商品等を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

１０月２７日（金）にＪＲ札幌駅西コンコースで 

 「ＳＬ『大樹』ＰＲキャラバン」を実施します！ 

東武鉄道とＪＲ北海道の共同施策 

 △ ＳＬ「大樹」ＰＲブース（ＪＲ札幌駅西コンコース）  △ ＳＬ「大樹」（東武鬼怒川線） 

＜東武鉄道ＳＬ復活運転プロジェクト＞ 

  昭和４１年に東武鉄道のすべてのＳＬ運行が終了して以来、約５０年ぶりの蒸気機関車の復活を目指したプロジェクト。 

  この度、昭和１６年に製造され、北海道で活躍したＳＬ「Ｃ１１形２０７号機」が海を渡り、東武鬼怒川線 下今市～

鬼怒川温泉間（栃木県日光市）で８月１０日より営業運転を開始し、土休日を中心に運転。 

 詳細は「東武鉄道ＳＬ復活運転プロジェクトサイト（http://www.tobu.co.jp/sl/）」をご覧ください。 

 


